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【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】応用物理 I

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】機械工学科・3 年次
【担当教員】

狩野 正徳

【授業目標・教育方針】
・基本的な問題について運動方程式を成分に分けて立てることができ、それらを微分方程式とみて解を求めることが
できること。
・曲線に沿った仕事が計算できること。力のポテンシャルと力との関係が理解できていること。エネルギー保存則を
用いて基本的な問題が解けること。
・質点系とは何かがわかり、内力、外力、重心、運動量、角運動量の意味がわかり、重心の運動方程式、角運動量の
式がこの分野の基礎式であることが理解できていること。
・剛体の力学の基礎式：重心の運動方程式、角運動量の式が基本的な問題について立てられること。

【授業概要】
本講義では次の内容について学ぶ。
・古典力学における時空
・簡単な運動
・万有引力とケプラーの法則
・角運動量と力のモーメント
・質点系の力学
・簡単な剛体の運動
・相対運動

【教科書・教材・参考書 等】
・物理入門コース１  力学  戸田盛和 著（岩波書店）

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし（座学）

【成績評価方法】
［前期］中間試験：35%，期末試験：35%，レポート：20%，その他：定期試験の成績　　　　７０％、課題提出　　
２０％、
講義に取り組む姿勢　　１０％
［後期］中間試験：35%，期末試験：35%，レポート：20%，その他：定期試験の成績　　　　７０％、課題提出　　
２０％、
講義に取り組む姿勢　　１０％

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
○ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(c) 数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力

【授業計画】（授業名：応用物理 I）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回ー第 3 回 古典力学のおける時空 デカルト座標、位置、速度、加速度と微積分、運動の
３法則、運動量と力積、運動量保存則

課題、演習

第 4 回ー第 11 回 簡単な運動 等速度運動、等加速度運動、速度に比例する抵抗の働
く落体の運動、放物運動、斜面と摩擦、仕事、運動エ
ネルギー、保存力とポテンシャル、エネルギー保存
則、箪振動、箪振り子、等速円運動、円錐振り子

課題、演習

第 12 回ー第 15 回 万有引力とケプラーの法則 惑星の運動とケプラーの法則、万有引力の法則と
Newton ポテンシャル、平面極座標と運動方程式

課題、演習

第 16 回ー第 17 回 角運動量と力のモーメント ベクトル積と角運動量、力のモーメントの定義、中心
力と角運動量の保存則、回転の運動エネルギー

課題、演習

第 18 回ー第 20 回 質点系の力学 質点系の運動量、角運動量、運動エネルギー、重心自
由度の分離、重心系と相対座標、換算質量、二体問題

課題、演習

第 21 回ー第 27 回 簡単な剛体の運動 剛体の運動方程式、剛体のつりあい、剛体の重心、剛
体の運動エネルギー（並進と回転の）、剛体の運動量
と角運動量、慣性モーメント、固定軸のまわりの剛体
の運動、剛体振り子、剛体の平面運動

課題、演習

第 28 回ー第 30 回 相対運動 慣性系、重心系と実験室系、運動座標系に対する運動
方程式、コリオリの力

課題、演習
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